
＜課題＞
観光施設税については、税制導入によ
る影響の分析や観光施設側との協力
体制の確立など、最終的な実現に向け
て行うべきことが残されているため、
様々な議論を重ね、アップデートしてい
く必要がある。

箱根町の財政を支える
新たな柱の提案

雨天中止

＜はじめに＞
箱根町は観光収入が多く歳入としては多くの額を得ているが、消防費や衛生費、
公共施設の老朽化などの支出により歳出も多く、財政は苦しい状況である。こ
の状況から脱却するために私たちが考えたのが、新たな税「観光施設税」の提
案である。新たな税の導入による効果、課題についてまとめる。

＜箱根町の財源不足＞
箱根町は歳入の大幅な改善は見込まれない一方で、歳出は増加していくと考えら
れている。中期的（2024年度から2029年度）には年平均で4億6300万円の不足が
見込まれる。観光業が盛んであるこの町は、それゆえに観光関連支出に起因する
支出が町の財政を厳しいものへとしている。
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＜観光施設税＞
観光施設税とは、箱根町の観光施
設への入場行為に対して課税する
というものである。観光関連支出が
町の財政を厳しいものにしているこ
とに鑑みて、箱根町に観光で訪れる
観光客を広く対象とする必要性を満
たすため、「観光施設」への入場に
対して課税を行うことが適切である
と考えた。箱根調査班の推定では、
一人当たり100円の課税を行うこと
で、中期的な財源不足額4億6300万
円を約4割削減することができると
見込んでいる。

中期財政見通し

観光施設の入場回数の推定


